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夢をかなえる 未来にはばたく

秩父地域の高校

細木　太
たい

陽
よう

 くん
「電車大好き！」

（中村町）

高橋　百
も

愛
あ

 ちゃん
「天気予報を見るのが

大好きです。」
（上町）

井上　史
ふみ

登
と

 くん
「じいちゃん、ばあちゃん、

いつもありがとう」
（近戸町）

磯田　幸
こう

大
た

 くん
「じいじとばあば、

だーいすき♡」
（荒川日野）

応募方法
　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し（メールの場合は、500KB以上の画像を添付）、住所・
保護者の方のお名前・電話番号・お子さんのお名前（ふりがな）・性別・生年月日を明記のうえ、
秘書広報課（３hisyo@city.chicihbu.lg.jp）までご応募ください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月まで再抽選します。

　11月17日、埼玉会館大ホールにて、埼玉県教育委
員会主催の第38回高校邦楽祭（平成26年度邦楽コン
クール）が行われました。秩父高校筝曲部は、出場
人数10人以下の学校が参加する第Ⅱ部に出場し、20
校の中で唯一金賞を受賞しました。また、協賛して
いる埼玉新聞社から、特別賞の埼玉新聞社賞もいた
だくことができました。

　生徒たちは、勉強
と部活動の両立に頑
張っていて、練習時
間も限られる中、集
中力を発揮して技術
の向上に努めてきま

した。その成果が認められたということは本当にう
れしいことです。日ごろから熱心にお琴を専門にご
指導いただいている特別講師の坂本美子先生に感謝
するとともに、秩父高校の筝曲部の伝統を受け継い
できてくれた先輩たちのおかげでもあると思ってい
ます。また、本番に最高の演奏をしてくれた生徒た
ちのことを誇りに思います。
　今後も筝曲を通じて、人間的にもさらに大きく成
長してくれることを期待しています。

秩父高校筝曲部、埼玉県コンクールで金賞！
（秩父高校）
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。
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は
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が
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で
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。
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。
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っ
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友
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。 

※
次
回
２
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号
は
俳
句
を
掲
載
し
ま
す
。

　短歌、俳句の応募は、住所・お名前（ふりがな）を明記のうえ、
必ず官製はがきで秘書広報課までお送りください。１通に２首
または２句まで、各１通までです。
　短歌　１月末締切→３月号に掲載
　俳句　２月末締切→４月号に掲載


